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学校運営協議会による評価（協議会の委員の意見等） 
１．植水小学校 
（１）体力向上については、幼稚園の段階でも普段の遊びにおいて主体的に取り組めるよ 

うにしている。 
（２）ICTの活用も大切だが、ICT関連以外の、目に見えない部分も育ててることが大切 

である。幼稚園でも実践している。 
（３）低学年の学習に取り組めない児童を見ていると連絡帳がしっかり書けておらず、 

その意味合いも理解できていない。学習などの取組においても、意味合いを理解で 
きるよう指導をしてもらいたい。 

（４）チャレンジスクールに高校の部活動顧問や生徒が指導に来てくれた。今後もこの 
ような取組を行ってほしい。 

２．植水中学校 
（１）中学校には、社会に出てから必要な学習や多様性の指導について期待している。 
（２）withコロナの状況でも、地域の行事に参加していただいた。今後もぜひ継続して 

ほしい。 
（３）子どもの学校での様子も見たいので、土曜公開のお知らせ等については、安心メー 

ル等を利用して、こまめにアナウンスがほしい。 
（４）防災教育についてはよい流れで取組を行っている。 
（５）先生方が大変そうに見える。小学校では、保護者ボランティアなど、先生方の後 

押しをしている。 
 
 
 
学校運営協議会による評価を受けた学校の対応 
１．植水小学校 

効果的な ICTの活用については、個別最適な学び、協働的な学びにつながる学習を推進 
していくとともに、児童の発達段階に応じた丁寧な指導を心がけていく。また、運動の生 
活化に向けて知識と実践力を高める取組を進めていく。学校、家庭、地域が一体となり、 
地域の特色、よさを生かした地域連携事業をさらに推進していく。 

２．植水中学校 
  総合的な学習の時間や STEAMS TIME等を活用して、今後も自ら学び、考えることや柔軟 
に対応できる生徒の育成に取り組んでいく。また、コロナの状況を踏まえつつも学校公開 

等を実施し、情報公開に努めるとともに、地域との連携もさらに推進していく。 
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